
 

 

令和４(2022)年 12月１日 

独立行政法人都市再生機構 

株式会社ＵＲコミュニティ 

 

「ＵＲ子育てサポーター」による子育てサポートを開始 

～「団地の子育ては楽しい！」を目指して～ 

 

独立行政法人都市再生機構（以下「ＵＲ都市機構」という。）では、「多様な世代が

生き生きと暮らし続けられる住まい・まち（ミクストコミュニティ）の実現」を目指

し、高齢者世帯や若者・子育て世帯に対する様々な施策を推進しています。 

 

この一環として、ＵＲ都市機構とＵＲ賃貸住宅の現地管理を担う株式会社ＵＲコミ

ュニティは、今年度から子育て世帯（お子様が０歳から小学校低学年を対象）を応援

する「ＵＲ子育てサポーター」によるサービスの提供を開始しましたのでお知らせい

たします。 

 

「ＵＲ子育てサポーター」は、「子育てに役立つ情報の発信」「楽しい子育てイベン

トの開催」「子育てに関する相談対応」（詳細は別紙ご参照）のサービスを提供するこ

とにより、子育て世帯のみなさまが「団地の子育ては楽しい！」と感じられるお手伝

いをいたします。 

    

 

今年度は試行実施期間として、在京の３エリア（東京都、千葉県、神奈川県）に属

する９団地（対象団地は別紙ご参照）を対象とし、来年度からの本格実施以降、エリ

ア・団地を選定の上、段階的に全国に対象エリアを拡大していく予定です。 

 

「ＵＲ子育てサポーター」は、上記サービスの提供を通じて、ＵＲ賃貸住宅や団地

周辺地域にお住まいの子育て世帯のみなさまを応援していきます。 

 

 
【本件に対するお問い合わせ先】 

 ＵＲ都市機構  本社 ウェルフェア総合戦略部 企画課 （電話）045－650－0616 

     本社 広報室 報道担当          （電話）045－650－0887 

 

 

 

 

<子育てイベントの実施例> <子育てサポーター> 



 

 

【別紙】 

１ 子育てサポーターが行う３つの業務 

（１） 子育てに役立つ情報の発信 

子育てに役立つ情報、また地域の子育てイベントなどの情報をＳＮＳ（Instagram）

を活用して定期的に発信していきます。特に初めて子育てを行う方々は不安になる

ことが多いと思います。そこで子育て中に必要となる各種情報や他の子育て世帯と

繋がるイベント情報などを発信することにより、安心かつ快適な子育て生活をサポ

ートします。 

 

 ■主な事例 

  ・地域の子育て支援施設の情報 

  ・子育てに関する各種制度・行政手続き等の情報 

  ・地域や団地内における各種イベントに関する情報 

  ・子育てに関する季節のコラム  

 

■Instagram ＱＲコード 

【世田谷エリア】             

【浦安エリア】  

【横浜エリア】 

 



 

 

（２） 楽しい子育てイベントの開催 

同じ年代のお子様を持つ子育て世帯同士の交流や子育ての合間の気分転換を目的

とした楽しいイベントを定期的に開催します。団地特有の豊かな屋外空間や楽しい

集会所を活用し、地域で活動している団体・講師との連携イベントや子育てサポー

ターが自ら講師となる自主イベントなどにより「団地の子育ては楽しい！」と感じ

ていただけるようお手伝いいたします。またイベントによっては見守り保育付で、

少しの時間お子様から離れ、自分時間を体感していただけるイベントも開催し、子

育て世帯のみなさまにリラックスした時間を提供します。 

 

■主な事例 

・サマーランプ作り、エコラップ作り、ボタニカルソープ作り 

・整体ヨガ、ベビトレヨガ 

・音楽会 

 

 

（３）子育てに関する相談対応 

子育てに関する悩みは人それぞれ異なりますが、まずは専門機関に相談するのが

解決の近道です。そこで、団地にお住まいの子育て世帯のみなさまの子育てに関す

る不安や悩みなど、ご相談内容に応じて適切な専門機関（行政等の子育て支援セン

ターやこども家庭支援課等）をご紹介いたします。 



 

 

■主な事例 

・子供の成長や健康で気になることを相談したい。 

・子育ての不安、育児の悩みについて相談したい。 

・どのような支援制度があるか知りたい。 

 

２ 試行実施対象団地 

エリア 団 地 

東京都世田谷区 

フレール西経堂 

アクティ三軒茶屋 

芦花公園 

アクティ芦花公園 

千葉県浦安市 

浦安マリナイースト 21 フォーラム海風の街 

      〃       望海の街 

      〃        潮音の街 

      〃       海園の街 

神奈川県横浜市 コンフォール明神台 

 

 

 

 UR都市機構の歩みは戦後の住宅不足解消に端を発しています。1955年から様々

なステークホルダーとともに、時代時代の多様性に即し、安全・安心・快適なまちづ

くり・くらしづくりを通して、「人が輝く“まち”」の実現に貢献してまいりました。

そしてこれからも、変化する社会課題に挑戦し続けることで皆さまにお応えし、「人

が輝く“まち”」づくりに不可欠な存在でありたいと考えております。これまで培っ

てきた持続可能なまちづくりのノウハウをいかし、都市再生事業・賃貸住宅事業・災

害復興支援・海外展開支援に

全力で取り組んでまいりま

す。 

https://www.ur-net.go.jp/ 
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